
別紙様式２－３

（県北地方振興局） （　単位：千円　）

1
新
規

環
境・
景
観

避難所誘導標識等設置事業 福島市 ハード 21,447 10,000
指定緊急避難場所・指定避難所への適応する災害種別を表示した避難所標
識及び誘導標識の設置した。

平成29年4月～
平成29年12月

福島市

2
新
規

人
材
育
成

人も企業も輝くにほんまつ　復興人
材確保事業

二本松市 ソフト 1,285 963
復興人材確保のため、女性の就労支援等の取組を実施した。
①女性活躍推進セミナー、企業就職セミナーの開催
②企業ガイドウェブサイトの構築

平成29年4月～
平成30年2月

二本松市

3
新
規

産
業
振
興

伊達市復興まちづくり事業 伊達市 ソフト 863 647

　震災・原発事故による風評被害を払拭し、地域産業の復興につなげるため、
「だてな太鼓まつり」への県内の高校太鼓部の招待等により、県内高校生の交
流を促進を図り、若い世代が積極的にまちづくりに参画できる環境を作るととも
に、復興を担う人材を育成した。

平成29年4月～
平成29年10月

伊達市

4
新
規

国
際
交
流

インバウンド復興に向けたもとみや
国際交流等推進事業

本宮市 ソフト 13,641 10,000

英国との交流、情報発信の強化により、市の強みを生かしたインバウンド対策
を図ることで、観光復興及び交流人口の拡大を図った。
①英国ロンドンケンジントン＆チェルシー王立区等との意見交換の実施（７月）
②ホーランドパークとの姉妹庭園の締結及びＰＲ活動、子ども交流
③英国交流等情報発信

平成29年4月～
平成30年3月

本宮市

5
継
続2

情
報
発
信

こおり未来のチカラ　観光復興PR
プロジェクト

桑折町 ソフト 10,834 8,124

風評払拭と震災の風化防止のため、、集客力のある企画・催事等の実施や、
多彩な観光情報など効果的な情報発信を図った。
①著名人による文化講演会の開催。
②オリンピックメダリストによる水泳教室の開催。
③こおり満福まつり（若者向けイベント）の開催。

平成29年4月～
平成30年3月

桑折町

6
継
続2

国
際
交
流

国見町復興人材確保のための若
者交流事業

国見町 ソフト 4,820 3,614

復興人材の確保を図るため、若い世代の町への定着を図る施策を実施した。
①マッチングイベントの開催（３回）
②コーディネータ－の情報交換会・研修会の実施
③復興関連情報等関連のサイト整備

平成29年4月～
平成30年3月

国見町

7
新
規

環
境・
景
観

川俣町帰還支援対策計画策定事
業

川俣町 ソフト 13,058 9,792

被災者等の住宅再建を推進するため、空き家を活用した対策計画の策定を
実施した。
①空き家等に関する基本的な考え方を明確にし、当該施策を総合的かつ計
画的に実施するための川俣町空き屋等対策計画の策定。
②空き家管理システムの構築。

平成29年4月～
平成30年3月

川俣町

8
新
規

人
材
育
成

デマンドタクシーを活用した観光復
興推進事業

大玉村 ソフト 5,242 3,930

　震災・原発事故による風評被害で減少した観光誘客の回復を図るため、デ
マンドタクシーによる公共交通システムの再構築を図るため、実証実験運行を
実施した。
（運行日数のべ179日829回、のべ2042名が利用）

平成29年4月～
平成30年3月

大玉村

累計 71,190 47,070
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平成29年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（地域創生・市町村枠）
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